
事 業 実 施 概 要 

 

事業名  三世代で楽しむ子供向け芸術活動 

実施地区 倉敷地区 

実施期間 平成 27 年 11 月 4 日、11 月 25 日 「わらべうたで心をつなごう」 

平成 28 年 2 月 14 日       「わらべうたと四季のうたの会」 

報告  一般社団法人チカク 赤木美子 

＜ねらい＞ シニア世代にこどもの発達段階に応じたわらべうたや手遊びの講習を行う。わ

らべうたが用いられた背景なども学ぶ。 

＜内 容＞ 実績のあるシニア世代のわらべうたの講師と大学で児童教育を担当する講師を

招いた。シニア世代に親しみのある日本古来のわらべうたや手遊びの良さを再認識させると

ともに、ゼミ生(作陽大三回生)なども交え、シニア層＋αの幅広い年代で子育て支援につい

て学んだ。 

＜その他＞ 11 月 4

日の様子は瀬戸内海

放送、倉敷ケーブル

テレビ、RSK ラジオ

などで、取り上げら

れた。（参加希望の

あった親子 1 組を受

け入れた） 

 

事業内容 11 月 

11/4 「わらべうたで心をつなごう」2歳児以上向け 10:20-12:20 

11/25 「わらべうたで心をつなごう」2歳児未満向け 10:20-12:20 

会場｜ 倉敷市男女共同参画推進センター 第 2 会議室 

講師｜ 脇本幸子（岡山わらべうたの会） 

コーディネーター｜ 浅野泰昌（くらしき作陽大学子ども教育学部講師、同学部附属児童文

化部ぱれっと顧問） 



＜今どきの子どもの状況、わらべうたの効用について（脇本先生の講義メモより）＞ 

11/4 

⋅ 現在：子どもは一人で遊べてしまう。便利になってわらべうたで遊ばない 

⋅ 赤ちゃんの人差し指を立てる動作。「もう一回」「もう一つ」ねだるものだった。今親

達が人差し指でスマホを使っている。最初に「もう一回」「もう一つ」をねだる大切な

動作が奪われてしまうのではないか。 

⋅ 昔は「子どもにテレビに子育てさせないで」といっていた。今はもっと深刻な事態。DVD、

スマホ・・・人は人によって人になる。機械に育てさせないで欲しい。生の声で 伝え

て欲しい 

⋅ ゲームで遊ぶときは前頭葉に刺激が与えられていない。お手玉すると刺激が与えられる

（童唄歌いながら、何かのタイミングで高くお手玉あげる約束事とすると、その手前で

前頭葉が働く実験結果がある） 

11/25 

⋅ 長縄飛び・学校以外ですることが少なくなっている。昔は近所の子ども達が集まってや

っていた。大きい子のすることをまねる。小さい子に気を遣う。そういう学びがあった

が、いまはこどもにその機会がない。 

⋅ 昔はこたつを他人と囲んだりしていた。今はそうした経験を持つことが少ない。→今ど

きの子どもは異年齢の人との関わりが少ない。 

⋅ わらべうた「おとなりさんのひざをたたいて笑ってみよう」…笑って、泣いて、おこっ

て、脅かして、怖がらせる…。表情と言葉が一緒になっている。わらべうたは人が介在

する遊び。そして、表情や動作と、言葉が一緒になっている。耳から節のついた言葉が

入る。言葉は子供たちの感性を豊かにする。歌うって、心を表すことと同じ。 

⋅ 遊びながら世間のルールを学んでいく。今のこどもたちにこそ、シニア世代が生まれ育

った中で体験している、昔話とわらべうたが必要だ。 

⋅ わらべうたはこどもには無理のない音域。小さな違いを美しいと思うのが日本の美意識。

不協和音も美しく重なる。 

 

 



＜ねらい＞ 三世代が参加しての子育て交流の機会として実施した。シニアになじみがあり、

親子世代には珍しさもある日本固有の楽曲を選ぶことで相互に会話がうまれるよう工夫した。 

＜内 容＞ 前回学んだわらべうたの内容に加えて、「日本の歌」をベースにした人形劇の

中にシニアも参加した。昔ながらの情景が浮かぶような歌を選定し、新見南吉の「てぶくろ

を買いに」は古風な言葉遣いを残した。 

＜その他＞ 対象年齢を３歳前後とし募集を行った。定員に達したがインフルエンザの時期

で、欠席者が多かった。シニアの対象者も同様で、３名のみの出席となった。 

 

  

事業内容 ２月 

2/14 「わらべうたと四季のうたの会」3歳児向け 10:00-11:10 

会場｜倉敷市男女共同参画推進センター 第 2･3会議室 

サポーター｜備中♪シニア子育て応援団、作陽大学子ども教育学部のみなさん 

うた｜清水由樹、古川恭子   伴奏｜朝田恵利 

コーディネーター｜ 浅野泰昌 

タイムスケジュール｜10:00-10:30 わらべうたで心をつなごう  

10:40-11:10 四季のうたのお楽しみ会 

11:10-11:30グリーティング、写真撮影 

11:30-12:00片づけ 

12:00-13:00ふりかえり～撤収 



 

参加者の声 ※A受講生・B参加者の声は 別紙 アンケートを参照 

A｜ 11 月 4 日、25 日 シニア受講生の声 

⋅ すでに子育て支援に関わっている方も多く、「わらべうたを学びたい、こうした学びの

機会を増やしてほしい、シリーズで学びたい」という声、実践については、「孫と、あ

るいは自らが係わる現場でもすぐにしてみたい」という声が多かった。 

⋅ 内容については大変満足されていた。大学生も参加していたため、世代間交流も生まれ

ていた。 

⋅  

B| 2 月 14 日 親子参加者の声 

⋅ 兄弟で来ている子の世話をシニアの方たちがしてくれたため、「下のこの面倒を見ても

らってとても助かった、なかなか子供が慣れなかったが見守ってもらってよかった」…

など、見守りのなかで、質の高いプログラムを鑑賞できたことに対する感謝の言葉が見

られた。 

⋅ 内容については高評価であり、「感受性が強く素直なこの年に、五感に働きかける体験

をさせることができてよかった」「こどもが楽しそうなのを見てうれしかった」「公演

回数を増やしてほしい」など、継続開催を望む声も多かった。 

⋅  

C｜ 2 月 14 日 シニア、スタッフの声（終了後の振り返りのメモより） 

⋅ もっと大きな会場で小さな子供に見せたい。茶摘みのところで前に出て参加した。次回

は、製作の段階からもっと参加したい。みなさんがお友だちみたいに接してくれたので

うれしい。（孫が 4 人いる学童保育支援員の女性） 

⋅ 前半も後半も心の中までしみこむような内容だった。伝えることが難しい時代にいいも

のを作ってくれた。子供が親から離れられないのが気になった。風が吹いたら、ぱぁー

活動の成果等  参加者数 ３日間で 101 名 

 合計 内訳 ｼﾆｱ 親子 大学生 講師･ｽﾀｯﾌ(ｼﾆｱ) 

① 11/4 25 8 1 組(大人 1、幼児 1) 7 8 

② 11/25 23  9 0 組 6 8 

③ 2/14 53  3 15 組(大人 15、子ども 20) 8 7 



っと走り出すような子供らしさがほしい。赤ちゃんの時代から、わらべうたなどを使っ

て様々なことを伝えていくのが大事だと思った（孫がいる助産師の女性） 

⋅ 浅野先生のわらべうた、楽しかった。ゼミ生の人形劇、はじめてに見えなかった。参加

者のみなさんが楽しかったと言ってくれた（孫がいる 50 代チカクスタッフ、40 代スタ

ッフ） 

⋅ お子さんはもっとやんちゃでもいい。遊ぶ機会を増やしてあげたいと思った。下の子を

見てくれる人がいたのでお兄ちゃんも楽しめた。これ一回ではもったいない。（30-40

代の出演者女性） 

⋅  

D｜ 2 月 14 日 大学生の声（終了後の振り返りのメモより） 

⋅ 何度かの稽古で、助言をもらいながら、自分たちでもステップアップしていくのがわか

った。最初は無理だと思った。周りの人たちが手伝ってくれて、自分たちだけでなく周

りの力で完成していくんだということがわかった。感謝の気持ちでいっぱい。最初は動

かしているだけの人形に命が吹き込まれ、自信がついた。（演じた浅野ゼミの学生たち） 

⋅ 手伝うのを楽しみに来た。客席側(照明担当)で見ていると楽しさが伝わってきた。学生、

社会人、プロフェッショナルとの新しいコラボレーションで勉強になった。最初の練習

の時と全くちがって（初めて人形劇に挑戦する浅野ゼミの学生が成長しているのに）び

っくりした。照明、人形劇、語り、生伴奏…新鮮。こんな風に(振り返りで)外部の広い

年代の方のお話を聞けて良かった。（浅野先生が指導する児童文化部附属人形劇団ぱれ

っとの学生たち） 

主催者のまとめ 

シニアと親子の交流について 

⋅ シニアと交流する事業 3回目（2 月）においては、はじめてのわらべうたや人形劇の鑑

賞で落ち着かないであろう子供たちの存在を気遣う保護者の気持ちを和らげるため、積

極的な声掛けをお願いした。子供が走りまわっても保護者が負担に感じないように配慮

したいと思っていたが、母子があまり離れずにいたため「見守り」の場面が多かった。 

⋅ 交流することの効果として、複数の子を連れてきた保護者の上の子、下の子を見てあげ

ることで、普段はかまえない中の子と遊ぶことができたということがあった。 



⋅ 参加したシニアはすでに何らかの子育て支援をされている方が多かった。もう少し、い

ろいろな役割をお願いできたと感じている。2 月 14 日に参加したシニアのうち、2 名が

それぞれの持つ専門分野や子育て支援の知見を活かして、チカクの現場に参加してくれ

ている。 

わらべうた、こどもたちの様子について 

⋅ わらべうたは予定していた講師の意向により、その会の上位の方に変わったため、当初

想定した内容とは違うものになったが、より深い学びを得られた部分もあった。 

⋅ わらべうたへの関心は高く、平成 28 年度も、チカクが委託を受けている「倉敷市地域子

育て支援事業・地域支援」の一環として、継続的にこのような活動を続けていくことで、

潜在的なシニアボランティアの発掘と、乳幼児の育ちを地域で見守る環境、若者の成長

の場を整えていければと考えている。 

多様な年齢・人材と若者との交流について 

⋅ 乳幼児と母親に加え、大学生（ゼミ生）、30-50 代のスタッフ、60 代のシニアと非常に

幅広い年代から、さまざまな志向を持つ参加者が集まり、それぞれが補い合うように動

いていたのが印象的だった。特に、当初予定した大学付属の学生人形劇団ではなく、わ

らべうたの講義に参加していたゼミの学生 8人が本人たちの希望もあり引き続き 2 月の

公演も行うことになった。はじめての人形劇ということで周囲もハラハラしたが、作品

の製作の過程で、指導教官以外の社会人、プロフェッショナルの助言を素直に聞き、準

備を手伝ってくれた人形劇団の後輩たちに感謝しつつ、やり遂げた。 

⋅ コーディネーターの浅野先生からも振り返りで、共同作業をまとめるツールとして、「人

形劇」作品を作ることが非常に有効であると指摘あり。製作過程で、学生たちの成長に

は目を見張るものがあり、指導される浅野先生のみならず、製作の最初(練習初日)と最

後（公演当日）を手伝いに来た学生人形劇団の学生も驚いていた。 

真剣なコミュニケーションの経験値 

⋅ 振り返りでも上がっていたが、母子ともに遊びの経験値が低いように感じられた。 

⋅ 大人が「よりよいもの」を作ろうと真剣に取り組む姿は、もしかしたら若い世代にとっ

てとても新鮮だったのではないか。遊びの経験値、真剣なコミュニケーションの経験値

が低いことは彼らにとっても同様であった。今回、一緒に取り組むことで、彼らによい

影響を与えることができたのは思わぬ収穫であったが、こうした多重的な世代間交流を

通じて、抜け落ちている「育み」を補う必要性を強く感じた。         

以上 



 

 



 

 

 

 



2015 年 11 月 4 日

 

  

2015 年 11 月 25 日

 

  



 

 

 

 

 



2016年 2月 14 日 





 



 



2 月 13日 リハーサル、設営 



 

2 月 2 日 稽古

 


